
＜高齢社会への対応を探る会 ２０１８年度２月企画＞ 

 

 

一人の医師と、認知症の日々を生きる妻との１０年間に及ぶ“いのち”を巡る物語。 

 

 

 

 

～レビー小体型認知症～ 

一人の医師と、認知症の日々を生きる妻との 

１０年間に及ぶ“いのち”をめぐる物語。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            製作／いせフィルム ヒューマンドキュメンタリー映画 ２０１４年／カラー／１時間２７分 

主催 我孫子市 企画運営 高齢社会への対応を探る会 

主人公は、四国・南国市に暮らす石本浩市・弥生夫妻。 

今なお正確な情報が少ない「認知症」のひとつ「レビー小体型認知症」と向き合い、 

石本夫妻が手を取り合って、一歩一歩を大切に歩いていく姿が描かれます。 

誰の上にも起きる可能性のある“認知症”という病。 

愛する人が認知症になったとき、あるいは自分自身が認知症になったとき、何が大切なのか・・・。 

 

日時 ２０１９年 ２月２０日（水）  ＊開場は３０分前 

【１回目】 午前１０時３０分～１２時 

【２回目】 午後２時～３時３０分 

会場 我孫子市生涯学習センター「アビスタ」 ホール 
（JR我孫子駅南口より南へ徒歩10分の手賀沼公園内） 

入場無料  申し込み不要  直接会場へお越しください。 

問合せ先  ０４－７１８５－５８３５ （米澤） 

 

 

映画上映会 

     

～レビー小体型認知症～ 

 

無 料 
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